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日本共産党野洲市委員会 
２００６年３月５日 №７２ 

小菅六雄 比江６６８－３   （電話）５８９－４９７１   

野並享子 北野１丁目７－１０     （電話）５８７－０９８５  
 

サラ金・多重債務、国保・介護保険、暮らしと営業、教育・子育て…。 
なんでもお困りのこと、お気軽にご相談ください。

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

市
が
策
定
す
る
「
保
護
計

画
」
は
、
「
住
民
避
難
計
画
」

だ
け
で
は
な
く
、
病
院
や
学

校
、
公
民
館
な
ど
、
市
の
施
設

を
米
軍
や
自
衛
隊
に
提
供
す

る
こ
と
。
ま
た
、
医
療
関
係
者

や
輸
送
業
者
な
ど
の
協
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

  

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
有
事

の
場
合
、
土
地
・
施
設
の
収
用
、

物
資
の
収
用
と
保
管
命
令
な

ど
、
土
地
取
り
上
げ
・
強
制
収

用
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

一
方
、
政
府
が
、
「
高
度
な

公
共
の
福
祉
に
た
め
、
合
理
的

な
範
囲
の
判
断
」
と
認
定
し
た

場
合
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
、

「
基
本
的
人
権
と
自
由
の
制

限
が
可
能
」
と
し
て
い
ま
す
。

 
 

こ
の
よ
う
に
、
戦
争
準
備
の

た
め
の
条
例
制
定
で
す
が
、
平

和
を
願
う
市
民
に
は
無
縁
で
、

制
定
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

定
例
市
議
会
に
提
案
さ
れ

て
い
る
議
案
は
、
「
野
洲
市
国

民
保
護
協
議
会
条
例
」
「
市
国

民
保
護
対
策
本
部
及
び
野
洲

市
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部

条
例
」
の
２
条
例
案
で
す
。 

 
 

 

こ
れ
は
０
３
年
に
制
定
さ

れ
た
「
武
力
攻
撃
事
態
法
」
、

０
４
年
の
「
米
軍
支
援
法
」
な

ど
関
連
７
法
に
基
づ
き
、
有
事

法
制
の
具
体
化
と
し
て
、
地
方

自
治
体
に
条
例
制
定
を
義
務

付
け
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
有
事
法
制
に
基
づ

く
市
条
例
制
定
の
狙
い
は
、
ア

メ
リ
カ
が
海
外
で
引
き
起
こ

す
戦
争
に
自
衛
隊
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
支
援
活
動
に
自
治
体

や
国
民
に
協
力
を
義
務
付
け

る
も
の
で
す
。 

  

一
見
、
日
本
有
事
の
際
に
、

「
国
民
の
保
護
や
避
難
」
の
た

め
と
装
っ
て
い
ま
す
が
、
問
題

の
本
質
は
「
戦
争
協
力
」
が
狙

 ３月議会には、アメリカの行う戦争に野洲市や市
民が「協力」するための「国民保護条例」が提案さ
れています。有事の際の「市民保護」という名のも
とに、アメリカや自衛隊の戦争に協力が「義務」付
けられています。こんな条例制定は許せません。 

１３
日議案質疑

・
代表質問

、
１４
〜
１６
日一般質問

 
  

３
月
定
例
市
議
会
が
３
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
市
民
の
暮
ら
し
を
左
右

す
る
市
予
算
が
中
心
に
審
議
さ
れ
ま
す
。
議
案
審
議
と
代
表
質
問
は
１
３

日
、
一
般
質
問
は
１
４
〜
１
６
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
小
菅
市
議
が
代
表
質
問
、

野
並
市
議
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。 

  

１
４
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
そ
の
他
の
日
は
午
前
９
時
か
ら
本
会
議
場
で

す
。
ど
な
た
で
も
傍
聴
は
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 


